
市民活動・NPO
センターだより
2025 Summer

まちづくりは ひと粒の個性から。

「ひとつぶ」とは？ 一人ひとりが自分のペースで気軽に地域とつながる情報紙です。

アンケートに
答えてGET！

誰かのひとことや、日常の小さな違和感が行動のタネになる。
想いから生まれた取り組みが、今、地域を動かしはじめています。
誰かのひとことや、日常の小さな違和感が行動のタネになる。
想いから生まれた取り組みが、今、地域を動かしはじめています。

動き出した想い、手を取り合って地域へ。

地域で暮らすなかで、「何かできないかな」と感じた気持ちが、行動のはじまりになることがあり
ます。 令和７年度は、市民のそんな想いに支えられた２２の事業が、補助金の交付を受けて動き出し
ました。 
それぞれの事業の背景には、地域の課題に気づいた人たちの想いや願いがあります。 どんな人が、
どんな想いで地域の課題に向き合い、活動しているのか？ぜひ、それぞれの団体が実施するイベン
トへ足を運んでみてください。共感や気づきがきっと見つかるはずです。

プレゼントプレゼント

小さな気づき、育つ想い



201８年３月設立。赤ちゃんの育つ環境について学び、安心して自分らしい子育てができる
ようサポート。「はじめのはじめのいっぽセミナー」をはじめ、お母さん同士の交流の場づ
くりやフリースペースの提供、子育て講座などを実施している。

団体の想い

この方にお話を聞きました

学びのタネ学びのタネ

あなたの日常にある「こうなったらいいな」という想い。そんな小さな気づきがどのように地域を豊かにする活動へと
育っていくのか。その背景にある人々の熱い想いや知られざる道のりをそれぞれの視点からたどります。
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子ども家庭センター 
保健師  中野 水貴 さん

市の想い

団体
ウェブサイトは

こちら

あかちゃんの育つ環境を守る会・

ゆるりんこ　

＊2）第 1子６ヶ月未満の赤ちゃんとお母さんがグループで学ぶ経験型プログラム
　　  「IPPO（いっぽ）」の基本理念に基づいて実施。各市町村で事業が展開されている。

＊1）それぞれがもつ知識や知恵を持ち寄り、対等な立場で、同じ目的に向かって
　　  共に活動し、地域課題に向けて取り組むこと。

「はじめのはじめのいっぽセミナー」は、“市民の力” と “行政の力” が結びつき、協働
で地域の課題解決を目指す取り組みです。団体が長年培ってきた専門性と実践力に、
宗像市が持つ信頼性、そして広報力が加わることで、より多くの赤ちゃんとお母さん
により良い支援を届けることができます。市民の声が行政を動かし、ともに課題を乗
り越え、地域をより豊かにしていく。“ひとつぶ” の想いが、まちを動かす力になるの
です。

『はじめのはじめのいっぽセミナー』

第１子が生後２ヶ月から４ヶ月の赤ちゃんとお母さ
んを対象に、ベビーマッサージ・あやし歌・おしゃ
べりタイムなどを通じて、赤ちゃんとのコミュニ
ケーションや赤ちゃんの育つ力について１クール
６回連続講座で学びます。*²

*³

＊3）行政がルールや計画をつくる時に市民の意見を募集する仕組み。

代表 林田 公子 さん
　　 藤原 浩美 さん

この方にお話を聞きました

yururinko56@gmail.com
お問い合わせ

　　　安井さん　　　林田さん　　　藤原さん　　　向江さん　　　中村さん

 - 小さな気づき、育つ想い -ｰ

「あかちゃんの育つ環境を守る会・ゆるりんこ」×　　  市の
“協働 “がはじまります！　

*¹

市民活動団体
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事業名

Q㯵ҀӢӋӴӡӢӋӴӡҷӖӰԬՐԻխҁԅ
ሳᣅӌӾӻҹӞӝӖӒ❹⟴ԅᢇһәӂӓӈ

ҷѶ

この事業は宗像市内でも年間１～３クールほ
ど行われていましたが、それでは十分にサ
ポートできていないと感じていました。そこ
で、対象となるすべての親子に「はじめのは
じめのいっぽセミナー」に参加してもらいた
いという想いから、201８年に市民活動団体
「あかちゃんの育つ環境を守る会・ゆるりん
こ」を立ち上げました。現在は年間５クール
まで回数を増やして実施しています。また、
セミナー終了後のフォローも必要と考え、お
母さんたちの交流の場づくりや子育て講座な
ども行っています。

Q㯵ӝӏቼちҿҀ☊㯬子Ӛ㯭է月ҾӼ㯯է月
ӡ赤ӔӶԆӛҽ母ӈԆҁӝӡӚӊӺҹҾ㯺

第１子に限定するのは、最も支援が必要な時
期だからです。はじめての子育てはわからな
いことだらけで、お母さんは孤独感や情報過
多による不安を抱えやすい傾向にあります。
産後のストレスが高いこの時期に人とつなが

り、育児に対する不安を少しでも取り除くこ
とで、母子の愛着形成を促し、自分らしく楽
しく子育てができるようになる土台をつくる
ことが大切だと考えています。

Q㯵ⅿ৯ӡ子⥝ә⇭ၨӞӗҷәѵӜӡӻҹӝ
Ⓤਖ⌳⥨᥎ҿҵӾӛ⣮һәҷӱӌҾ㯺

社会環境の変化により、はじめて子育てをす
るお母さんの多くが、出産後はじめて赤ちゃ
んを見る・触れるという現状があり「赤ちゃ
んの育て方がわからない」「どう接していい
かわからない」という不安を抱えています。
また、育児書やＳＮＳなどで目にするキラキ
ラした完璧な母親像によって過度なプレッ
シャーを感じ、情報があふれる中でどの情報
を信頼し、どう判断すればよいのか迷ってし
まうという悩みも生じています。

Q㯵ሬୌᎨӛӡവ୊ӢӜӡӻҹӞӊәሳⅿӊ
ӱӊӒҾ㯺

私たちはこれまで、この時期の赤ちゃんとお
母さんのサポートを市と連携して行う必要性
を強く感じ市にも想いを伝えてきました。今
回の協働が実現したきっかけの一つとして
「宗像市こども計画」のパブリック・コメ
ント  に「はじめのはじめのいっぽセミナー」
の参加者をはじめ、市民から１４５件もの声
が寄せられたことが大きいと思います。市民
が声をあげることの大切さを改めて感じまし
た。市も必要性を感じ、双方の想いが一致し
たことで、長年の想いが実を結び協働へと新
たな一歩を踏み出すことになりました。

Q㯵വ୊Ӛয᭝ԅ行ҹӆӛӚᎨӞ一≬ᧄᒹӌ
ӾӆӛԅᢇһәӂӓӈҷѶ

バックアップ体制です。団体だけでは対応困
難なケースも、協働による市との連携がある
ことで、より丁寧なサポートができるように
なります。また、市からの情報発信（赤ちゃ
ん訪問や乳幼児健診など）により、この事業
への信頼性が高まり、より多くの親子との接
点が生まれ、お母さんたちが安心して参加で
きるようになることを期待しています。

Q㯵཭ਹԪ԰ԴՆҿ᜛ӗቿ門ᔪӷᑻӲӞӗҷ
әᢇһәӂӓӈҷѶ

保育士、看護師、小児科医、ベビーマッサー
ジインストラクター、おんぶと抱っこ指導者
など、さまざまな専門資格を持つスタッフが
います。専門家が連携することで、お母さん
が抱える多種多様な課題に対し、多方面から
アプローチするチーム支援を実現していま
す。

Q㯵য᭝ӞҾӄӾᖳҷӷ৛ᒿӡ〉ኽӞӗҷә
ᢇһәӂӓӈҷѶ

私たちは「はじめのはじめのいっぽセミナー」
を通じて、子育て中のお母さんが一人で悩み
を抱え込まず、地域とのつながりや仲間をつ
くることで “自分で考え、楽しく、自分らし
い子育て”ができるようにサポートしていき
ます。今後は、育児休業を取得するお父さん
が増えている社会背景をふまえ、お父さん向
けのプログラムも実施していく予定です。家
族が協力し合える環境の構築をサポートして
いくことも大切だと考えています。

Q㯵཭ਹӡӆӛԅ␏ӖӒӀӖҾӄԅᢇһәӂ
ӓӈҷѶ

団体が「宗像市人づくりでまちづくり事業補
助金」を活用して「はじめのはじめのいっぽ
セミナー」を実施しており、赤ちゃん訪問の
際にチラシの配布を依頼されたことなどか
ら、団体のことを知りました。この事業は古
賀市や宮若市など、他市でも実施されている
ことは市としても把握していました。

Q㯵཭ਹӛӡവ୊ԅ㊚Ӵәҷӆҹӛ⣮һӒ
ӀӖҾӄԅᢇһәӂӓӈҷѶ

団体との課題感の一致が大きなきっかけとな
りました。核家族化や少子化など社会環境の
変化により子育てを学ぶ機会が減少していま
す。子育てを学ぶ機会を提供し、お母さんた
ちが安心して相談できる場、同じ悩みを持つ
お母さん同士のつながりをつくる必要性を強
く感じていました。

Q㯵Ҁ☊ 䑐子Ӛ生ᒿ㯭է月ҾӼ㯯է月ӡ赤ӔӶ
Ԇӛҽ母ӈԆҁԅ支ាӌӾ㎪⻗ᔪӞӗҷәѵ
ᎨӚӢӜӡӻҹӞ⣮һәҷӱӌҾ㯺

赤ちゃんが生まれてからの生活の劇的な変
化、産後のホルモンバランスの崩れによる産
後うつのリスク、お母さんの不安定な状態か
ら虐待につながりやすい時期であることか
ら、この時期の支援はとても重要と認識して
います。宗像市では2024年の出生数が618
人で、そのうち第１子が約４割でした。こ
の事業では１クール最大12組まで参加でき
ますので、年間５クール実施することで第１
子の約25%を支援できることを期待してい
ます。

Q㯵വ୊Ӛয᭝ԅ行ҹӆӛӚ཭ਹӞᧄᒹӌӾ
ӆӛԅᢇһәӂӓӈҷѶ

お母さん同士がつながるきっかけづくりや、
気軽に相談できる仲間づくりの場となること
を願っています。さらに、赤ちゃんとお母さ
んの健康状態、家庭環境に何らかの課題がみ
られた場合には、タイムリーな情報提供や関
係機関との連携を図りながら、適切な支援に
つなげていきます。

Q㯵য᭝ӞҾӄӾᖳҷӷ৛ᒿӡ〉ኽӞӗҷә
ᢇһәӂӓӈҷѶ

子育ての悩みを一人で抱え込まず、いろいろ
なところに頼りながら、自分らしい子育てが
できるように、団体と一緒に赤ちゃんとお母
さんをサポートしていきます。団体が持つ専
門性や強みを活かして実施してもらい、参加
者の声や参加状況などを見ながら、今後の発
展を検討していきたいと考えています。




